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令
和
三
年
度

　
○
四
月
五
日
（
月
）

　
　
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
科
新
入
生
顔
合
わ
せ

　
○
五
月
十
一
日
（
火
）、
十
八
日
（
火
）、
二
十
五
日
（
火
）

　
　
新
入
生
対
象
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
日
本
文
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
○
五
月
～

　
　
新
入
生
対
象
お
の
み
ち
文
化
ス
タ
デ
ィ

　
　
＊�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
適
宜
実
施

　
○
九
月
十
三
日
（
月
）
～
十
七
日
（
金
）

　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
＊�

そ
の
後
、
十
月
三
十
日
～ 

十
二
月
二
十
三
日
に
延
期

　
　
　
参
加
者
各
自
が
期
間
中
に
実
地
踏
査
を
日
帰
り
で
実
施

　
　
＊�

事
前
学
習
の
一
環
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
演
会

を
九
月
十
三
日
（ 

月
） 

に
実
施

　
　
　
■
「�

小
泉
八
雲
と
神
々
の
国
の
首
都
～ 443 

日
の
軌
跡
を

追
っ
て
～ 

」

　
　
　
　
　
講
師
　
小
泉
凡
氏
（ 

小
泉
八
雲
記
念
館
館
長
）

　
〇
十
月
二
十
日
（
水
）

　
　
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
中
間
発
表
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
○
十
一
月
十
三
日
（
土
）

    

　
三
年
生
・
大
学
院
生
研
究
発
表
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
○
十
二
月
十
一
日
（
土
）

　
　
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
科
主
催
公
開
講
演
会

　
　
　
→
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
会
大
会

　
○
十
二
月
十
一
日
（
土
）

　
　
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
会
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　
　
■
研
究
発
表

　
　
　
　
名
護
　
崚
河
（
本
学
三
年
生
）

　
　
　
　
　�

袋
中
上
人
『
寤
寐
集
』
の
研
究

　
　
　
　
角
屋
　
瑛
蘭
（
本
学
三
年
生
）

　
　
　
　
　�

ブ
ー
ン
系
小
説
に
関
す
る
基
本
的
考
察
―
視
覚
要
素

と
し
て
の
ア
ス
キ
ー
ア
ー
ト
と
〈
共
有
〉
さ
れ
る
小

説
の
構
造
―

　
　
　
　
瀬
良
　
寧
々
（
本
学
三
年
生
）

　
　
　
　
　�
国
語
教
科
書
に
お
け
る
夏
目
漱
石
「
こ
こ
ろ
」
の
教

　
彙
　
報
（
令
和
三
年
度
の
学
会
・
学
科
行
事
）
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材
史
― 

学
習
の
手
引
き
の
分
析
を
中
心
に
―

　
　
　
　
宮
谷
　
聡
美
（
本
学
教
員
）

　
　
　
　
　�『
う
つ
ほ
物
語
』「
若
小
君
物
語
」
の
歌
と
物
語

　
　
　
　
吉
田
　
宰
（
本
学
教
員
）

　
　
　
　
　�
後
藤
梨
春
と
書
肆
鶴
本
の
出
版
戦
略

　
　
　
■
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
会
総
会

　
　
　
■
公
開
講
演
会

　
　
　
　�「
稲
生
物
怪
録
と
備
後
三
次
」

　
　
　
　
　�

植
田
千
佳
穗
氏
（
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
館
長
・

三
次
市
学
芸
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

○
一
月
下
旬
～
二
月
上
旬

　
　
令
和
三
年
度
卒
業
論
文
・
卒
業
制
作
・
修
士
論
文
口
頭
試
問

　    （
オ
ン
ラ
イ
ン
）
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尾道市立大学日本文学論叢投稿規定

１．�本誌に掲載されるのは、尾道市立大学日本文学会会員の携わる研究領域に関わる
未発表の原稿（研究論文または創作）とする。

２．�研究論文の場合は、400字詰め原稿用紙に35枚以内（後注・文献等を含む）。創
作の場合は、400字詰め原稿用紙に100枚以内とする。

３．投稿には、原則としてワープロソフトを使用すること。
　　標準的な書式は、縦書き25字×23行、横書き40字×35行とする。

４．研究論文の注は後注とし、本文の終わりにまとめ、引証文献一覧を付すこと。

５．�投稿に際しては、プリントアウトもしくは浄書したもの２部を、原稿データとあ
わせて提出すること。

６．�投稿の採否は当学会編集委員会が決定する。なお、採否に関する問い合わせには
応じない。

７．執筆者校正は初校のみとし、再校以降は編集委員会においておこなう。

８．当学会に提出された原稿ならびにCD-ROM等のメディアは返却しない。

９．原稿掲載の場合、執筆者には本誌 3 部と抜刷20部を贈呈する。

10．�本誌に掲載された論文等の著作権は、著者に帰属する。ただし、当学会は本誌に
掲載された論文等を電子化し、公開することができるものとする。

11．投稿宛先　〒722-8506　広島県尾道市久山田町1600番地2
　　　　　　　尾道市立大学日本文学会編集委員会 　※追記参照のこと
追記
『尾道市立大学日本文学論叢』19号投稿締切　2023年8月31日
19号投稿宛先・問い合わせ先
〒722-8506 尾道市久山田町1600番地2 尾道市立大学日本文学会編集委員会（藤川研究室） 
e-mail　　fujikawa@onomichi-u.ac.jp　　　℡　0848-22-8311 ㈹
投稿および投稿についての問い合わせに際しては、 必ず住所・氏名（ふりがなを添え
て）・所属 • 電話番号・メールアドレスを明記すること。
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第 18 号

編
集
後
記

   

『
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
論
叢
』
第
18
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
、
昨
年
十
二
月
の
学
会
発
表
を
纏
め
た
論
文
を
中
心
に
構
成
い
た
し
ま

し
た
。
学
会
発
表
の
折
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
へ
の
回
答
や
、
卒
業
論
文
を
執
筆
す

る
中
で
得
ら
れ
た
知
見
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
力
作
が
揃
い
ま
し
た
。

　

本
学
会
誌
は
広
く
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ご
投
稿
は
研
究
論
文
の
み
な
ら
ず
、
学
会
の
母
体
を
な
す
日
本
文
学
科
の
特

色
で
も
あ
る
創
作
作
品
も
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
会
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
が
ら
く
本
学
会
の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
光
原
百
合
先
生
が
本
年

八
月
に
遠
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
（
功
）

『
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
論
叢
』
掲
載
論
文
は
、
す
べ
て
広
島
県
大
学
共
同

リ
ポ
ジ
ト
リ
（H
A
RP

）
に
登
録
し
て
お
り
、PD

F

フ
ァ
イ
ル
で
御
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

http://harp.lib.hiroshim
a-u.ac.jp




